別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：感染症予防費

	事業名:特定感染症検査事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　

　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内2543）

　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,118千円（前年度予算額：2,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　県内では、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が２万人、Ｃ型肝炎ウイルスキャリアが３万人いると推定されているが、ウイルス陽性者・キャリアの多くは、肝炎、肝硬変、肝がんへと移行するため、無症候性キャリアの早期発見、早期治療への結びつけが必要である。

また、エイズ患者・ＨＩＶ感染者数は若者を中心に着実に増加しており、当県でも感染者等は年々増加しており、平成22年末までにＨＩＶ感染者80名、エイズ患者72名が報告されている。

これらの患者・感染者を早期発見し、適切な医療に結びつけるために、これらの特定感染症に対する検査・相談を保健所において実施する。
	２　所要経費


　・肝炎ウイルス検査　　　　645千円
　・ＨＩＶ抗体検査　　　　1,473千円
　　　　　　　　　合計　　2,118千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


　平成18年度から、５保健所においてHIV抗体迅速検査を導入、平成20年度には受検社の利便性を考慮し、平日夜間検査3保健所で導入し、平成23年度には、5保健所に拡充した。また、肝炎ウイルス検査については、平成19年11月、国がＣ型肝炎ウイルス検査受診呼びかけを、平成20年 6月には微量採血用穿刺器具使用機関の公表と無料肝炎検査の実施を発表したことにより、一時的に検査件数が増加した。
　　平成19年度実績　HBs抗原　660件、HCV抗体　661件、HIV抗体検査　549件

平成20年度実績　HBs抗原　445件、HCV抗体  449件、HIV抗体検査　734件
平成21年度実績　HBs抗原　285件、HCV抗体　287件、HIV抗体検査　553件

平成22年度実績　HBs抗原　192件、HCV抗体　193件、HIV抗体検査　558件

	３　これまでの取組に対する評価


　肝炎ウイルス検査については、保健所における無料検査のほかに、緊急肝炎対策としての委託医療機関における無料検査も実施しているが、全体に検査件数が減少傾向にある。早期発見、早期治療のためには、肝炎ウイルス検査を受けたことのない持続的感染者に対する普及啓発とともに、保健所における検査相談体制の充実が引き続き必要。
　HIV抗体検査については、受検者の利便性を考慮し、迅速検査の導入や平日夜間検査を導入してきたが、検査率が低い都道府県では、エイズ発症後の検査で見つかる「いきなりエイズ」の割合が高い傾向にあることから、エイズに対する正しい知識の普及啓発とともに、保健所における検査体制の充実が不可欠な状況。

H22　岐阜県で報告されたエイズ患者数／（エイズ患者数＋HIV感染者）の割合：42.1％
　　 全国で報告された  エイズ患者数／（エイズ患者数＋HIV感染者）の割合：30.4％　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,000
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	要求額
	2,118
	1,059
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,059

	決定額
	2,118
	1,059
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,059


